
  ＲＩ会長     ジェニファーE．ジョーンズ 

          ＲＩテーマ  『イマジンロータリー』 
 地区ガバナー  村田 貴紀 

        地区スローガン『地域と世界でつながる力を磨き 
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入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 

                   所沢(火)、新所沢(火)、

所沢西(火)、所沢東(木)、所沢中央(月) 

 

 

 

          

 

第 1305 回 ( 8 月 26 日) 例会の記録 

 

 

 

 

点  鐘  渡邉髙治会長             出席報告 出席向上委員会 < 沼﨑正德 委員長 > 

合  唱  国歌斉唱・我らの生業         

第２副ＳＡＡ  稲見会員 菊田会員

 
 

 

 

渡邉髙治 会長 

国際ロータリー第 2570地区ガバナー村田貴紀様、

ようこそおいでいただきました。本日はガバナー公

式訪問ということで、一日ご指導を宜しくお願いい

たします。 

 

前回の例会にお越し頂きました第 3グループガバ

ナー補佐の白井威様がコロナの濃厚接触者とのこ 

 

 

 

とで本日欠席となられましたが、地区幹事日向秀一

様、お越し頂きありがとうございます。どうぞ宜しくお

願いいたします。 
 

さて、狭山中央ロータリークラブは 1993年 5月に創立

され、来年で 30周年となるにあたり、記念行事として

海外旅行でもと考えていましたが、コロナ感染者がい

まだ減少する気配がなく、海外旅行については中止

にしたいと考えています。そのかわりに来年の 5月頃

に創立 30周年記念例会を行いたいと考えています。 

今年度の狭山中央ロータリークラブの活動につきまし

ては、菊田年度には、狭山市内のこども食堂への援

助。栗原パスト会長の畑にて、複数会員参加にてジャ

ガイモの植え付けをし、数か月後芋ほりを行ってこど

も食堂に提供。また、キャビネットを寄贈し大変喜んで

頂けました。 

当クラブの重要な活動のひとつである大生病院様駐

車場内でのフリーマーケットの協賛も活動計画にいれ

ていましたが、コロナの為本年も中止となり非常に残

念です。 

新狭山ロータリークラブが行う「中学生環境作文コンク

ール」への協賛事業も順調に進行しています。 

米山記念奨学生の支援も引き続き行いたいと思って

おります。 

 

 

 

 

会長の時間 

 

国際ロータリー 

第２５７０地区 

2022-2023 

週 報 

事務所  〒350-1305 狭山市入間川１-24-48 

ＴＥＬ: 04-2952-2277  ＦＡＸ: 04-2952-2366 

Ｅ- m a i l: schuohrc@p1.s-cat.ne.jp ＨＰ: https://www.schuohrc.org 

例会場  ニックス 〒350-1305 狭山市入間川 4-25-3 TEL: 04-2954-9595 

会長 渡邉髙治  会長ｴﾚｸﾄ 清水武信  副会長 寳積英彦   幹事 小林奈保絵 

[第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ例会日: 新狭山○月 入間○木 入間南○火 飯能○水 日高○火 狭山中央○金 所沢○火 新所沢○火 所沢西○火 所沢東○木 所沢中央○月］ 
 

 

会員数 出席者数 出席率 

20名 17名 94.44 ％ 

 



 

 

< 寳積英彦 副会長 > 

国際ロータリー第 2570地区ガバナー  

村田貴紀 様 

（2570 ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ RC） 

 

国際ロータリー第 2570地区地区幹事 

日向秀一 様 

（2570 ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ RC） 

 

 

 
 

 

 < 渡邉髙治 会長 > 

報  告 

 2022-23年度国際ロータリー第 2570地区組織図

の配布 

 青少年交換留学生二次募集のお知らせ 

10月 9日(日)留学説明会開催（国立女性教育会

館にて）（回覧） 

 10月 16日(日) 熊谷駅から SLパレオエクスプレ

ス（秩父鉄道）に乘って秩父駅まで行く「ポリ

オ撲滅キャンペーン」開催（回覧） 

 ロータリーの友電子版のログイン ID・パスワー

ド変更のお知らせ（回覧） 

 地区大会出席調べ（回覧） 

  

受贈会報 

 所沢中央 RC  

 

 

 

 

 

国際ロータリー第 2570地区ガバナー 

村田 貴紀 様 

 

本日は公式訪問例会となります。公式訪問にあたり会

長幹事様を始め会員皆様のご協力によりこのような公

式訪問の場を設営して頂きましたことこの場をお借り

しまして心より感謝申し上げます。 

狭山中央ロータリークラブの皆様におかれましては、

今日までの永きにわたり、「奉仕の理想」のもと国際交

流や青少年の育成など奉仕活動を通して地域の「質」

を高めていただいており、歴代会長をはじめ会員の

皆様方のご尽力に、心から敬意を表するとともに深く

感謝を申し上げます。 

 

今年度の国際ロータリーテーマ 「イマジンロータリ

ー」 

今年度国際ロータリー会長であるジェニファー・ジョー

ンズ氏。カナダのオンタリオ州にありますウィンザーロ

ーズランド R Cの会員でございます。 

メディアストリート創業者兼社長であり、ウィンザー大

学の理事長など様々な職歴をお持ちの方でございま

す。 

「過去は想像できません。未来を想像してくだ

さい。」と申しております。 

国際協議会にて研修を受け、国際ロータリーの年次

目標達成に向けて地区スローガンを「地域と世界で

つながる力を磨き奉仕を実践しよう！」といたし
ました。 

一人一人が、いかに明るい未来を想像し奉仕をする

ことかと思います。 

 

ジョーンズ氏は、大きな夢を抱き、行動を起こすことを

ロータリー会員に求めています。「私たちには皆、

夢があります。しかし、その実現のために行動

するかどうかを決めるのは私たちです。想像し

てください、私たちがベストを尽くせる世界を。

私たちは毎朝目覚めるとき、その世界に変化

をもたらせると知っています。」 
 

このロゴは、オーストラリア先

住民族のグラフィックデザイナ

ーのリキ・サラム氏（Riki Salam）

によってデザインされました。

サラム氏は、メルボルンで開催

される 2023年ロータリー国際

大会のロゴも手がけておりま

す。 

 

１．ロゴに込められた意味 
このロゴには、各所に深い意

味が込められています。 

7つの点は「人」をあらわすと同時に、ロータリーの七

つの重点分野を表しています。 

丸と点を一緒にすると、航路を示す星、つまり私たち

の道しるべになります。 

その下の太い線は、いわゆる「掘り出し棒」で、力仕事

をするときに使うものです。行動を起こす人たちである

ロータリー会員にとって、物事を成し遂げるための道

具を表しています。 

 

幹事報告 

本日のお客様 

ガバナー卓話 



２．色について 
ジェニファー・ジョーンズ会長は、公式行事で服装を

整える際、テーマジャケットではなく、これらの色（一

つでも、三つすべてでも可能）を使うよう2022-23年度

ガバナーに要請しています。 

「多様性、公平さ、インクルージョンを強調していくに

あたり、私たち一人ひとりが着るもので自分を表現し

ながら、つながりを持てるようにしたかった」とジョーン

ズ氏は説明します。 

色の解釈は何通りかあります。例えば、紫は「ポリオ根

絶」、緑は新たに加わった重点分野の「環境」、そして

白は私たちの中核的使命である「平和」を表していま

す。また、この 3色を合わせると、女性参政権運動「サ

フラジェット」の色になります。これは、ジョーンズ氏が

初の女性RI会長となることから、さりげなくその歴史に

触れているのです。 

 

３．イニシアチブの概要 
ジェニファー・ジョーンズ RI会長は、会員が夢を実現

するために行動し、クラブの

魅力を最大限に味わえる場

としてのロータリーを思い描

いています。 

「イマジン ロータリー」のテー

マを推し進めるため、「多様

性、公平さ、インクルージョン

（DEI）へのコミットメントの強

化」「みんなを温かく受け入

れるクラブづくり」「女児のエ

ンパワメント」「参加者基盤の

拡大」の四つの会長イニシア

チブに注力します。 

 

では何をどのようにすればと

の疑問が生じます。 

知り合いを広めることにより

奉仕の機会とすること。がロータリーの目的の１項にご

ざいます。 

ロータリーは親睦と奉仕であります。 

 

日本のロータリアンは、これをクラブにおける親睦活

動と混同、誤解して、本来の意味を理解していない方

が大多数のように思います。ロータリーの基盤は親睦

(Fellowship)と奉仕( Service)にあって両者を結びつけ

るのが寛容(Tolerance)だと創設者ポール･ハリスが語

っています。両者は両輪として直進し、最初の動力伝

達は親睦からとの言葉も残しております。 

親睦は意義あるロータリー活動の原動力であることを

認識し、単にクラブに関してのみ限定されるものでは

なく、広く世界に友情と親交の輪を広げるための全ロ

ータリアン対象のロータリー親睦活動があることを衆

知されたく思います。 

ロータリーの親睦活動は RIの国際奉仕部門における

常設プログラムです。国際奉仕というと、ともすれば従

来の世界社会奉仕(WCS)に代表される人道的ボラン

ティア活動であるかのように思われる傾向があります。

しかしながら、国際奉仕はロータリーの目的第 4項の

表現を借りれば、「奉仕の理念で結ばれた職業人が、

世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和

を推進すること」とあるように、ロータリーの親睦活動は

その一環であります。 

 

親睦はロータリーの雰囲気の中でますます深まる。 

ロータリーでは形式や気取りを去り、身分や地位に関

係なく対等の立場で交わるからである。 

(ポール･ハリス) 

 

４．ロータリーへの入会 
私たちは皆、違う道を歩んでロータリーの一員となりま

した。 

父親がロータリアンだったから入会した人もいます。

例会に出席するようにと雇用主に頼まれたために入

会した人もいます。米国最高裁判所の判決によって

入会が可能になったから入会した人もいます。 

それでも、全員に共通する入会理由がひとつあります。

招待されたから、です。 

私たちの想像力を解きは

なち、どんなことでも可能

であることを教えてくれる

招待状。私たち一人ひとり

が、この招待状を誰かに

贈ることができるのです。 

そういう時、自分と似てい

る人を誘おうと思ってしま

いがちなものです。 

一見まったく違うように思

える人びとも私たちの価

値観を共有していて、同じ

才能を発揮することができ

るのだと思いいたるのに

は特別な才覚が必要です

から。 

ロータリーは、組織全体の多様性、公平さ、インクル

ージョン（DEI）を推進するために、今こそ次の一歩を

踏み出すべきです。 

皆が自分もロータリーの一員であると感じられるような

体験を大切にするというのは、単に会員層を多様化

するだけの話ではありません。例会やイベントを、腹を

割ったオープンな話しあいの場にし、会員たちが自分

は求められていると感じられて安心できる場所にしな

くてはならないのです。そのためには、入会の障壁を

取り除き、インクルージョンのために扉を開かなくては

なりません。私たちの価値観は今後もロータリーの強

みでありつづけます。それに、卓越性が求められるロ

ータリーでは会員の高い基準を維持する必要があり

ます。 

全員がロータリー全体で DEIを推進することを心に誓

い、尽力していると私は信じています。これはロータリ

ーの最も深い伝統に根ざしており、これから数十年に

わたってロータリーが活気にあふれた重要な団体で

ありつづける未来を保証してくれるものです。 

数年前、ロータリー理事会は 2023年までに女性会員



の割合を 30％にするという野心的な目標を設定しまし

た。もうあと 1年もありませんが、この目標を達成し、超

えることができると私は信じています。 

 

５．みんなを温かく迎え入れるクラブ体験をイマ

ジンする 心地よさと配慮 
クラブの環境と体験がすべての会員と参加者にとって

歓迎的で、インクルーシブで、楽しいものであるように

することが大切です。 

調査によって分かっていることは、会員にとっての「心

地よさ」と「配慮」が会員の満足度を高める唯一かつ

最大の要因であり、会員を維持するための最善の手

段であるということです。 

これは、会員と参加者がロータリーとの関わりから何を

求めているかについて耳を傾け、理解することから始

まります。 

なぜ退会者が出るのかをより良く理解するために退会

者アンケートを行うことも重要ですが、退会するまで待

つ必要はありません。 

 

６．クラブの形態の変化 
特定分野の活動に

焦点を当てた非従

来型のクラブが増

える中、このクラブ

も「環境」に焦点を

当てた分野特化型

クラブです。 

また、「将来の会員

がどんな人たちか

知る必要がある」と

話すカヴィッリアさんは、若者 1,000人以上を対象に

アンケート調査を実施。対象者には、ローターアクタ

ー、インターアクター、大学生が含まれてました。 

約 1,000人のうち、自分は従来型クラブに向いている

と答えたのはわずか 4人でした。また、環境をテーマ

にしたクラブや『スマートクラブ』、つまり対面（フィジカ

ル）とデジタルを組み合わせた“フィジタル”にも高い

関心があることがわかりました。 

 

７．規定審議会 
国際ロータリーの規定審議会は、2022年 4月 10日～

14日に、米国イリノイ州シカゴにて開催されました。 

新型コロナウイルスへの配慮により、ハイブリッド形式

の会合が企画・実施され、600名近い参加者を対象

に対面式とバーチャル形式の同時開催を実現するた

めの新しいプロセスが採用されました。 

 
採択制定案 22-13 

会員がクラブの所在地域に住居または事業場を有する

要件を削除する件 

 

採択制定案 22-46* 

人頭分担金を増額する件 

国際ロータリー細則を次のように改正する。 

第 18 章 財務事項 

18.030. 会費 

18.030.1. 人頭分担金 

2019-20 年度半年ごとに米貨 34 ドル 

2020-21 年度には半年ごとに米貨 34 ドル 50 セント 

2021-22 年度には半年ごとに米貨 35 ドル 

2022-23 年度半年ごとに米貨 35 ドル 50 セント 

2023-24 年度には半年ごとに米貨 37 ドル 50 セント、 

2024-25 年度には半年ごとに米貨 39 ドル 25 セント 

2025-26 年度に半年ごとに米貨 41 ドル 

人頭分担金は、規定審議会によって改正されるまで

変更されないものとする。 

 

【2022−2023 年度 地区強調事項】 

① 「適応と改革を推進」 

革新的なクラブまたは活動分野に基づくクラブ新設や変

化をしましょう。 

② 「デジタル化の促進」 

ロータリー活動が止まることないようハイブリッドを導入し

ましょう。 

オンラインでの研修や会議なども良いところ悪いところを

合わせ持っておりますが、全国や世界とオンラインにて

「つながる」ことにより「奉仕への機会創出」になっている

部分もございます。

やはりオンライン

では充足できない

リアルの良さも十

二分にございま

す。 

リアルとオンライン

を併用して頂き有

事の際にも適応で

きることが重要で

す。 

「ロータリー活動が止まることないようにしましょう」 

 

③ 「国際ロータリーで推進しロータリー財団で達成を目

指す」 

地区補助金・グローバル補助金を活用し地域や世界と

つながりましょう。 

④ 「DEI (多様性・公平さ・インクルージョン)を推進」 

さまざまな障壁を取り除きましょう。（インクルージョンは

会員増強のカギ） 

DEIの推進が最重点項目となっております。DEIの推進

をお願い致します。 

「全てを受け入れる体制を強化しよう」 

⑤ 「行動規範の徹底」 

ハラスメントをなくしましょう。影口・悪口・誹謗中傷はなく

しましょう。 

ロータリアンの行動規範と DEI の行動規範がございます。

公式名簿の裏表紙にも長きに渡り記載されていた奉仕

の理念（理想）がございます。「思いやる気持ちを持ち人

のために尽くす」とあります。特にロータリアンの行動規

範第４項・５項に注視して頂きたく思います。 

「改めてハラスメントのない地区を目指しましょう」 

 

８．日本のロータリーの会員数現状 
最大 1996年  129,568人 

最小 2013年   86,462人（33％減） 

 



2019年 6月  87,544人   −263人 

2020年 6月  85,243人 −2,301人 

2021年 6月  83,392人 −1,851人 

2060年           0人     絶滅 

想像をしてください。クラブの 5年後、10年後もしくは

15年後…、クラブ会員は増えていますか？時代に即

した魅力あるクラブになっているでしょうか？ 

そのために、クラブは戦略計画を、そして未来計画を

立ててください。 

地域内にある他団体ともつながり、奉仕を実践してく

ださい。人道的支援活動を実践するためにロータリー

財団の地区補助金を是非活用し、地域社会さらには

世界とのつながりを持ち、ロータリーの目的でもある

「知り合いを広めることにより奉仕の機会とすること」
を実践しましょう。 

共に RI年次目標達成のために、力を合わせましょう。 

 

R I会長も「ロータリーは、組織全体の多様性・公平

さ・インクルージョンを推進するために、今こそ次の

一歩を踏み出すべきです」と申しております。 

 

この言葉を最後に致しまして公式訪問卓話を終わ

らせて頂きます。 

1年間宜しくお願い致します。 

 

 

■ガバナーと入会 3年未満会員との懇談会■ 
（例会前 11：30 より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

菊田邦彦前会長         村田貴紀ガバナー     大野裕一会員 

渡邉髙治会長          日向秀一地区幹事   佐々谷悦子会員 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡邉会員 国際ロータリー第 2570地区ガバナ

ー村田貴紀様、地区幹事日向秀一

様、本日はようこそお越し頂き有

難うございます。ご指導のほど宜

しくお願い致します。 

江原会員 第 2570 地区ガバナー村田貴紀様、

狭山中央 RCへお越しいただきまし

てありがとうございます。御指導

宜しくお願い致します。 

浜野会員 国際ロータリー第 2570地区ガバナ

ー村田貴紀様、幹事日向秀一様、

お忙しい中ようこそお越し下さい

ました。御指導宜しくお願い致し

ます。 

寳積会員 最近になり時折ひぐらしの鳴き声

を耳にする様になりました。秋へ

の変わり目、体調管理に御注意下

さい。本日は、第 2570地区ガバナ

ー村田貴紀様、第 2570地区地区幹

事日向秀一様、お忙しい中、よう

こそおいで下さいました。 

稲見会員 国際ロータリー第 2570地区村田貴

紀ガバナー、今日はようこそ当ク

ラブにおいでいただきました。御

指導よろしくお願いします。 

小島会員 2570地区ガバナー村田様、幹事日

向様、本日はようこそおいでいた

だきました。ご指導宜しくお願い

致します。 

栗原会員 村田貴紀ガバナー様、公式訪問あ

りがとうございます。今日は宜し

くお願いします。 

宮岡会員 村田貴紀ガバナーには、ようこそ

狭山中央 RCへおいで下さいました。

お話楽しみにしています。 

沼﨑会員 村田ガバナー、ようこそ私達のク

ラブへいらっしゃいました。この

一年よろしく御指導下さるようお

願いします。 

大野会員 地区ガバナー村田貴紀様、ようこ

そおいでくださいました。本日は

よろしくお願いします。 

佐々谷会員 本日は村田貴紀ガバナー、ようこ

そおこしいただきましてありがと

うございました。よろしくお願い

致します。 

 



柴田会員 2570地区ガバナー村田貴紀様、本

日のガバナー卓話宜しくお願いし

ます。 

清水(武)会員 村田貴紀ガバナー、公式訪問例会

においで頂きありがとうございま

す。新しい時代の RCのあり方の御

指導をよろしくお願いします。 

清水(幸)会員 2570地区ガバナー村田貴紀様、公

式訪問ありがとうございます。よ

ろしくお願い致します。 

田端会員 村田貴紀ガバナー公式訪問、本日

はありがとうございます。今後と

もどうぞご指導宜敷くお願い申し

上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 次の例会 ◆ 

 
   9月 9日（金）  

  第 2 副 SAA：沼﨑会員 大野会員 

 卓  話：尚寿会ｸﾞﾙｰﾌﾟ統括本部長 

      養田純一様 

 

9月 16日（金） 

 例会臨時変更 

 地区大会に振替 日にち：9月 22日(木) 

         場 所：帝国ホテル 

 

9月 23日（金） 

例会取り止め 

 

9月 30日（金）  

 例会取り止め 
 

村田貴紀ガバナー、日向秀一地区幹事、本日はありがとうございました。 
新型コロナウイルス感染が再拡大する中お越しいただき、心より御礼申し上げます。 

一年間ご指導いただきますよう何卒宜しくお願い申し上げます。 


